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　平成 26 年度は、市制満
10 年を迎えた記念の年度
です。市は合併以降、市民
の皆さんの生活を守ること
を最優先に、
さまざ まな
施 策を懸 命
に実施しています。今回は、
市が 10 周年の節目の年を
迎えるに当たり、また、平成
27 年度から普通交付税の

合併算定経費の縮減も始ま
ることから、京丹後市の市
政に、より関心を持っていた
だきたいと考え、10 年間の

市の一般会
計はじめ財
政状況と今

後の持続可能な財政の展望
などについて、市民の皆さ
んにお知らせします。

１ 

市
債（
借
金
）

　
　
　

残
高
の
状
況

 特 集　10周年特別編

　
多
く
の
地
方
自
治
体（
市
町
村
）

で
は
、
学
校
や
保
育
所
な
ど
の
施

設
整
備
に
は
多
く
の
資
金
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
な

ど
か
ら
市
債
（
借
金
）
を
借
り
入

れ
、
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
年
度
間
の
財
政
の
負

担
を
平
準
化
し
、
世
代
間
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
役
割
が
あ
る
一
方
、

市
債
に
依
存
し
す
ぎ
る
と
後
年
度

の
返
済
額
も
多
く
な
り
、
財
政
運

営
を
圧
迫
す
る
要
因
と
も
な
る
性

格
を
有
し
て
い
る
た
め
、
慎
重
に

活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
合
併
以
降
、
市
債

残
高
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、
市
道

改
修
や
学
校
・
保
育
所
の
耐
震

化
事
業
な
ど
、
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
に
つ
い
て
、
市

債
を
借
り
入
れ
な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
平
成
25
年
度
末

の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
先
日

発
行
し
た
平
成
26
年
度
版
の
「
わ

か
り
や
す
い
こ
と
し
の
予
算
」

（
36
㌻
）
で
は
、従
来
ど
お
り
『
予

算
』
を
基
準
に
し
て
い
る
た
め

約
４
３
０
億
円
と
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
の
決
算
見
込
み

で
は
、
平
成
25
年
度
予
算
に
計

上
し
た
も
の
の
う
ち
、
平
成
26

年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財

源
と
な
る
借
り
入
れ
分
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
除

く
と
４
０
７・７
億
円
と
、
平
成
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Ｈ15
（合併前）

24
年
度
末
残
高
よ
り
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
２
㌻
・
図
１
）

　

こ
の
平
成
25
年
度
末
市
債
残

高
を
合
併
直
前
の
平
成
15
年
度

末
と
比
べ
る
と
、
約
60
億
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
特
定
の
収
入
に

よ
り
特
定
の
事
業
を
行
う
特
別

会
計
（
簡
易
水
道
や
公
共
下
水

道
な
ど
）
や
、
地
方
公
営
企
業

法
と
い
う
法
律
の
適
用
を
受
け

事
業
を
実
施
し
て
い
る
企
業
会

計
（
上
水
道
や
病
院
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
特
別
会

計
等
に
つ
い
て
も
、
一
般
会
計

と
同
様
に
市
債
を
活
用
し
な
が

ら
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
25
年
度
末
の
残
高
見
込
み
は
、

４
０
０
億
円
で
平
成
15
年
度
と

比
べ
る
と
約
71
億
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
下

水
道
整
備
や
簡
易
水
道
の
統
合

事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
等
の
市
債
残
高
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
会
計

の
借
金
と
特
別
会
計
等
の
借
金

は
、
そ
の
性
格
が
少
し
異
な
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
一
般

会
計
の
借
金
は
、
基
本
的
に
は
、

市
民
の
貴
重
な
税
金
で
返
済
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
特
別
会

　

本
市
で
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
も
の
や
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
活
用
す

る
基
金
（
貯
金
）
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
で
所
管
す
る
基
金

の
平
成
25
年
度
末
の
残
高
見
込

み
は
82・４
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
15
年
度
末
と
比
べ
る
と
約

計
等
は
、
水
道
料
金
や
下
水
道

使
用
料
な
ど
会
計
ご
と
に
特
定

の
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
い

る
た
め
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら

の
収
入
で
の
返
済
と
な
る
と
と

も
に
、
会
計
ご
と
の
事
業
の
進

歩
状
況
に
応
じ
て
時
々
の
会
計

状
況
は
お
の
ず
と
変
動
を
余
儀

な
く
す
る
性
格
が
あ
り
、
中
長

期
の
事
業
計
画
に
よ
り
『
独
立

採
算
』
を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

な
お
、
性
格
が
異
な
る
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
市
債
残
高

を
単
純
に
合
算
す
る
こ
と
は
本

来
な
じ
み
ま
せ
ん
が
、
便
宜
上

合
算
し
た
本
市
の
平
成
25
年
度

末
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
約

８
０
８
億
円
で
合
併
直
前
の
平

成
15
年
度
末
の
７
９
７・
３
億
円

と
比
べ
る
と
、
10
・
４
億
円
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

54
・
８
億
円
と
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
将

来
に
向
け
た
「
地
域
振
興
基
金
」

や
「
合
併
特
例
措
置
逓
減
対
策

準
備
基
金
」
な
ど
へ
積
極
的
に

積
み
立
て
た
こ
と
を
は
じ
め
、
財

政
調
整
基
金
に
つ
い
て
も
、
残
高

維
持
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
も
基
金

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

度
末
の
基
金
残
高
見
込
み
は
８
・

３
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
15

年
度
末
と
比
べ
５・
２
億
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
の

進
捗
の
状
況
に
よ
り
、
年
度
間

で
増
減
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

市
全
体
の
平
成
25
年
度
末
の

見
込
み
は
、
90
・
７
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
15
年
度
末
と
比

べ
る
と
、
49
・
６
億
円
の
増
加
と

10年間の財政状況

市全体の市債（借金）残高の推移
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３ 
持
続
可
能
な
財
政
の

さ
ら
な
る
健
全
化
に
向
け
て

な
っ
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
、
合

併
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
さ
ま

ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
た
め
、
市
債
残
高
の
減
少

や
基
金
残
高
の
維
持
・
確
保
に

図1
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※図 6. 図７は、Ｈ25 年度普通交付税額がＨ26 年度以降も継続するものとした
場合の想定額のため、Ｈ26 年度以降の実際の普通交付税額とは異なります。

　

引
き
続
き
、
市
債
の
管
理
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
市
の
実
質
的

な
負
担
額
が
増
加
し
な
い
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
基
金
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
歳
出
の

抑
制
等
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
健
全
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

本
市
の
普
通
交
付
税
に
つ
い

合併算定替えの普通交付税減少イメージ（Ｈ25 ～Ｈ32 年度以降）

図 4

て
は
、
合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て

直
ぐ
に
行
政
経
費
を
縮
小
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
合
併

前
の
６
町
が
存
続
す
る
も
の
と

し
た
普
通
交
付
税
額
と
、
合
併

後
の
京
丹
後
市
の
普
通
交
付
税

額
を
比
較
し
、
多
い
方
の
額
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
合
併
団
体
の
財

政
措
置
の
特
例
制
度
で
、
普
通

交
付
税
の
「
合
併
算
定
替
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
合
併
算
定
替
の
特
例
措

置
は
、
合
併
後
の
一
定
期
間
で
終

了
し
、
本
市
の
場
合
、
平
成
26

年
度
ま
で
は
合
併
算
定
替
の
全

額
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
の
５
年
間
で
段
階

的
に
縮
減
さ
れ
、
６
年
目
の
平

成
32
年
度
に
は
こ
の
特
例
措
置

は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。（
図
４
）

　

平
成
25
年
度
の
普
通
交
付
税

は
約
１
３
６
億
円
、
そ
の
う
ち

合
併
算
定
替
額
は
約
32
億
円
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
度
の
普
通
交
付
税
が
今
後
も

変
更
し
な
い
と
想
定
し
た
場
合
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
約
32
億
円

の
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
市
で
は
、
普
通

交
付
税
の
減
少
期
間
を
事
実
上
、

平
成
37
年
度
ま
で
延
長
さ
せ
、

普
通
交
付
税
の
減
少
に
連
動
し

た
歳
出
の
激
変
緩
和
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
交
付
税
が

減
少
す
る
時
期
に
こ
れ
を
補
う

財
源
と
す
る
た
め
の
積
立
基
金

と
し
て
平
成
22
年
度
に
「
合
併

特
例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
に

は
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
25
・
５
億
円
を
積
み
立
て
て

お
り
、
平
成
26
年
度
で
も
５
億

円
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。（
図
５
）

　　
「
平
成
の
大
合
併
」
か
ら
約
10

年
が
経
過
し
、
本
市
と
同
様
に
全

国
各
地
の
多
く
の
合
併
市
町
村
が

地
方
交
付
税
の
国
の
特
例
措
置

期
限
切
れ
を
迎
え
る
状
況
に
あ

る
中
、
合
併
市
で
組
織
す
る
「
合

併
算
定
替
終
了
に
伴
う
財
政
対

策
連
絡
協
議
会
」（
５
９
０
市
中

３
０
８
市
加
入
）
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、

（2）
で
記
述
し
た
合

併
算
定
替
の
課
題
を
乗
り
越
え

て
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
合

併
市
町
村
の
財
政
需
給
を
踏

ま
え
た
普
通
交
付
税
の
算
定

方
法
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

な
ど
、
本
市
と
し
て
も
強
く

国
へ
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
結
果
、
平
成
26
年
度

の
交
付
税
の
算
定
か
ら
、
合

併
に
よ
る
市
町
村
面
積
の
拡

大
等
を
踏
ま
え
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
等
の
維
持
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
支
所
（
市
民
局
）

の
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
度
よ
り
３
年
間
を
か

け
て
旧
市
町
村
役
場
を
支
所

と
み
な
し
て
（
本
庁
が
所
在

す
る
旧
市
町
村
の
役
場
は
除

く
）、
１
支
所
当
た
り
約

２・４
億
円
（
平
均
）
を

措
置
す
る
見
直
し
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
５
つ
の
支

所
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
段
階
的
に
京
丹
後
市

本
来
の
普
通
交
付
税
に

加
算
さ
れ
、
そ
の
額
は

約
12
億
円
と
な
る
こ
と

か
ら
、
約
32
億
円
の
減

少
が
約
20
億
円
の
減
少

に
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。（
図
６
・
図
７
）

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
支
所
経
費
以
外

に
も
、
合
併
に
よ
り
市
町
村
の

面
積
が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
う

経
費
の
ほ
か
、
公
民
館
な
ど
の

施
設
数
に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年

度
以
降
、
順
次
見
直
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
合
併
算

定
替
の
減
少
額
は
さ
ら
に
少
な

く
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
合
併
自
治
体
の
立

場
か
ら
の
要
請
も
強
く
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
期
的
に
は
現
在

の
歳
出
措
置
の
中
で
大
き
な
一
角

を
占
め
る
「
公
債
費
」
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
に
負
担
が
少
な
く
な

る
こ
と
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
、
引
き
続
き
行
財

政
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、
本
市

の
輝
か
し
い
未
来
発
展
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
や

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
総
参
加
に
よ
る
「
和
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
市
民
総
幸
福
の
実
現

に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

財
政
の
健
全
化
と
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

合併時（Ｈ15 末）937人→Ｈ26 当初 676 人　261人の削減
合併時 17 部局 52 課→現在 12 部局 45 課
京丹後市総合サービス株式会社の設立（Ｈ18）
保育所・学校の給食調理の民間委託（Ｈ21～）
放課後児童クラブ運営の民間委託（Ｈ22 ～）
公立保育所の社会福祉法人への施設移譲（Ｈ26 ～）
補助金の原則 1割カット（Ｈ18 ～Ｈ20）
イベント補助金の休止（Ｈ20）
補助金等に関する基本方針による適正化検討（Ｈ24 ～）
指定管理者制度の導入（Ｈ18 ～）
保育所の再編（Ｈ18 ～）および学校の再編（Ｈ21～）
公共施設見直し方針に基づく施設見直し（Ｈ24 ～）
行政財産使用料条例の制定による目的外使用料徴収（Ｈ17 ～）
未利用財産の売却（Ｈ20 ～）
不燃ごみ処理の有料化（不燃ごみ袋）（Ｈ21～）
債権の管理に関する条例に基づく徴収強化（Ｈ22 ～）
合併特例措置逓減対策準備基金への積立（Ｈ22 ～）
不用物品のインターネット公売（Ｈ24 ～）
し尿処理手数料の改定（Ｈ26 ～）
市債（借金）の繰上償還および低金利への借換え（Ｈ16 ～）

市職員数
市役所の組織機構
アウトソーシング

補助金

公共施設等

収入の確保

市債の管理

これまでの主な行財政改革の取り組み

（2）
普
通
交
付
税
の「
合
併
算
定
替
」

の
課
題
と
「
合
併
特
例
措
置
逓
減

対
策
準
備
基
金
」
の
創
設

努
め
な
が
ら
、
財
政
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
10
年
間
で
一

般
会
計
の
市
債
残
高
は
約
60
億

円
減
少
し
、
他
方
、
基
金
残
高

は
約
55
億
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
度
末

と
比
較
す
る
と
、
約
１
１
５
億

円
の
財
政
効
果
が
生
じ
た
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
合

併
特
例
債
や
過
疎
対
策
債
な
ど
、

返
済
金
の
一
部
が
普
通
交
付
税

で
補
て
ん
さ
れ
る
有
利
な
も
の

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
が
実
質
的
に
返

済
す
る
額
も
年
々
減
少
、
合
併

当
初
と
比
較
す
る
と
実
質
負
担

額
は
半
減
（
約
２
０
８
億
円
→

約
１
０
９
億
円
）
し
て
い
ま
す
。

（
３
㌻
・
図
３
）

　
な
お
、
前
述
の
と
お
り
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
を
単
純
に
合

算
す
る
こ
と
は
本
来
な
じ
み
ま

せ
ん
が
、
便
宜
上
合
算
し
た
レ
ベ

ル
で
み
て
も
、
市
債
と
基
金
の
合

計
で
財
政
効
果
は
約
40
億
円
程

度
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
26
年

度
で
は
新
火
葬
場
や
統
合
保
育

所
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
一
時
的
に
市
債
残
高

が
増
加
す
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
、

市
の
財
政
状
況
を
楽
観
視
す
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（3）
普
通
交
付
税
の
算
定
見
直

し
と
財
政
の
さ
ら
な
る
健
全

化
へ
の
今
後
の
展
望

▲放課後児童クラブの様子

▲学校の再編により誕生した高龍小学校

「合併特例措置逓減対策準備基金」の積立・活用（イメージ）

                            

京丹後市本来の財源に伴う歳出規模

他の経費を抑制（積立） 基金の取り崩し（活用）

合
併
算
定
替
に
よ
る
歳
出
増
加

紺太線：
普通交付税の合併算定替の縮減に
連動した急激な歳出削減のイメージ
赤二重線：
当該基金の活用による緩やかな歳出
削減のイメージ

図 5

支所経費反映前の普通交付税額（想定）

100.0

140.0

80.0

120.0

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32Ｈ25 Ｈ26

136.4
△ 3.3

〔億円〕

〔年度〕

32.6

103.8

△9.8
△16.3

136.4

△22.8
△ 29.3

△ 32.6

Ｈ26 比較

32.6

103.8

29.3

103.8

22.8

103.8

16.3

103.8

9.8

103.8

3.3

103.8 103.8

京丹後市本来の普通交付税額
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Ｈ26 比較
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支所経費反映後の普通交付税額（想定）
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特
集
持続可能な財政運営の
発展をめざして

図７図６
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既
存
の
路
線
バ
ス
を
活
性
化  

―  

上
限
２
０
０
円
バ
ス
の
取
り
組
み
が
評
価  —

「
国
際
交
通
安
全
学
会
賞
」を
受
賞

公共交通
　
４
月
11
日
、
経
団
連
会
館
（
東

京
都
）
で
行
わ
れ
た
同
賞
の
贈
呈

式
に
は
、
米
田
壯つ

よ
し

警
察
庁
長
官
、

安
田
貴
彦
内
閣
府
大
臣
官
房
審

議
官
（
前
京
都
府
警
察
本
部
長
）

の
御
臨
席
の
も
と
、
中
山
市
長
が

出
席
。
受
賞
に
当
た
り
、
中
山
市

長
は
「
地
方
の
公
共
交
通
は
採
算

性
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
て
、
路

線
が
あ
る
こ
と
で
、
人
の
活
動
が

さ
ら
に
活
性
化
し
、
事
業
も
誘
致

が
出
来
る
。
お
医
者
さ
ん
も
来
て

く
れ
、
ま
ち
が
出
来
る
な
ど
、
大

き
な
外
部
効
果
を
生
む
も
の
。

　

２
０
０
円
バ

ス
は
、「
７
０
０

円
×
２
人
で
は

な
く
、
２
０
０

円
×
７
人
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
掲

げ
、
単
に
効
率

化
や
採
算
性
の

問
題
で
は
な
く
、

住
民
福
祉
の
最

大
化
に
焦
点
を

当
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

そ
の
結
果
と

し
て
安
く
乗
っ

て
い
た
だ
き
利

用
者
も
増
え
、

会
社
の
収
入
も

増
え
、
行
政
の

表彰式会場での記念撮影の様子（上段中央：㈱丹後海陸交通・角バス事業
部長、下段左から2番目：米田警察庁長官、以下順次、本市・野木係長、
㈱丹後海陸交通・小倉社長、中山市長、牧野飯田市長、右端：安田審議官）

支
出
も
抑
制
で
き
る
な
ど
三
方
、

四
方
良
し
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
住
民
起
点
の
大
切
さ
を

改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す
謙
虚
に
地
域
社
会

の
発
展
に
尽
く
し
ま
す
」
旨
の
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
都
市
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
模
倣
で
は
な
く
、
確
固
た
る
理

念
で
施
策
設
計
を
行
い
、
市
民
へ

積
極
的
に
周
知
し
て
乗
合
バ
ス
を

再
生
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
と
い

う
枠
を
超
え
て
、
教
育
や
福
祉
施

策
な
ど
へ
の
効
果
、
加
え
て
周
辺

市
町
村
へ
と
波
及
し
た
点
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

市内の路線バス（8路線）乗車人員の推移

受賞に当たり、これまでの取り組みの一部を紹介します

1

１．住民が木製ベンチを制作し待合所に設置　２．峰山商業開発株式会
社が店舗（ショッピングセンターマイン）前に待合所を設置　３．待合
所の設置に当たり、地元デザイナーが無償でデザインを提供　４．峰山
高校や宮津高校などの生徒が間伐材を使用して待合所を制作

2 3 4

１．自治体職員と事業者で公共交通のあり方について検討会議を実施　
２．主要バス停における現地ワーキング　３．事業者とともに効果的な
バスダイヤについて調整会議を実施

　市民の方から聞き取り調
査などを実施し、改善点な
どを把握しました。
１．バス停で利用者から　
２．ご意見、手紙などから
３．集客イベント時に来場
　　者から
４．学生が調査をサポート

　
本
市
と
丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社
が
運
行
す
る
低
額
運
行
路
線
バ
ス
「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
」

の
取
り
組
み
が
、
公
益
財
団
法
人
国
際
交
通
安
全
学
会(

※
）
が
主
催
す
る
「
平
成
25
年
度
国

際
交
通
安
全
学
会
賞
を
受
賞
（
全
国
で
２
事
業
（
他
に
長
野
県
飯
田
市
）
が
受
賞
）
し
ま
し
た
。

※
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
の

創
始
者
で
あ
る
故
・
本
田
宗
一

郎
氏
の
交
通
事
故
を
な
く
し

た
い
と
す
る
意
志
に
よ
り
発
足

し
、
今
年
40
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
歴
史
と
権
威
あ
る
団
体

上限200円バスの主な取り組み経過等
平成 17 年 12 月 大規模な市民アンケートを実施

平成 18 年 10 月

上限 200 円バスの実証運行開始

（路線バスの一部路線（4 路線）の運賃を上限

200 円に：区間運賃最大 700 円→ 200 円）

平成 19 年 10 月
上限 200 円バスの運行を市内全域に拡大（区

間運賃最大 1,150 円→ 200 円）

平成 20 年 10 月 新たな地域（集落）へのバス運行の乗入開始

平成 21 年 10 月 さらに、　　　　〃

平成 22 年 10 月
さらに、　　　　〃　　　　　　　

（実証運行から本運行へ移行）

平成 24 年 10 月
運行開始から６年連続で利用者数が続伸（２．

３倍増）、運賃収入も 30％増

平成 25 年 10 月
宮津市、伊根町、与謝野町にも上限 200 円

バスが拡大（半島周遊ダイヤの設定）

平成 26 年  4 月
消費税の運賃への転換は行わず、運賃２００

円のブランド化を死守

丹後半島全域上限200円バススタート
・天橋立～伊根経由～経ヶ岬は　400 円に

・加悦～伊根経由～経ヶ岬は　　400 円に

・経ヶ岬～間人経由～峰山は　　200 円に

これまでの地道な取り組みが功を奏し、利用
エリアの延伸・拡大につながっている

市民の皆さんとの協働

運行事業者との協働

1

2

1

3

各種ニーズ把握

1 2 3 4

ノンステップバス車両の導入によるバリアフリー化
主要施設の玄関口などバス停を増設
鉄道の乗り継ぎを考慮したダイヤ改正
フリー乗降区間の設置
バスへ興味・関心を持ってもらえるようラッピング
バス車両を導入
詳細かつ分かりやすい時刻表を作成
学校や高齢者などにバスの魅力を伝える講座を開講
路線バスで行く丹後半島周遊マップを作成
バスの車内で回数券の販売を開始

利用者増に向けた主な改善・工夫点乗車数の推移
H17.10～H18.9

（200円バス開始前）

H18.10～H19.9

H19.10～H20.9

H20.10～H21.9

H21.10～H22.9

H22.10～H23.9

H23.10～H24.9

17 万 3,939 人

23万 3,658 人

30万 3,207 人

32万 8,486 人

36万 5,255 人

36万 7,403 人

39万 3,109 人

0 10 20 30 40 万人
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教育

「
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
会
議
」
が
発
足

い
じ
め
防
止
へ
関
係
者
の
連
携
を
強
化

　
平
成
25
年
９
月
施
行
の
「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
」を
踏
ま
え
、

市
が
一
体
的
に
い
じ
め
の
問
題
を

克
服
す
る
た
め
、
５
月
１
日
、「
京

丹
後
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
会

議
」
の
初
会
合
を
京
丹
後
市
役
所

で
開
催
し
ま
し
た
。
同
会
議
は
、

教
育
や
福
祉
、
警
察
な
ど
17
団
体

で
構
成
。
事
務
局
か
ら
会
議
設
立

の
主
旨
、
本
市
の
「
い
じ
め
防
止

等
基
本
方
針
（
案
）」
や
い
じ
め

　丹後地域における次世代の農業経営者を育成する「丹後農業実践学舎」の
入学舎式および学舎生が滞在する施設の竣工式が４月18日、弥栄町和田野
の同施設で開催され、第２期生9人が就農への決意を述べたほか、関係者ら
が施設の竣工を祝いました。

農政
丹後農業実践型学舎「入学舎式」「滞在施設竣工式」を開催

新規就農を目指し9人が決意

　入学舎式には、大阪府や滋賀県、
岐阜県などから学舎生９人（18歳～
39 歳）が参加。学舎生は、山下晃
正副知事や中山市長から激励を受け、
それぞれ農業や就農への決意を述べ
ました。宇治市出身の東

あずま

良
りょう

治
じ

さんは、
「前職で農業を体験し、興味を持った。
早く多くのことを吸収して、将来は地
域に根差した一人前の農家になりた
い」と抱負を語りました。
　また同日、本市が学舎生のために

整備を進めてきた滞在施設の竣工式
が開催され、関係者ら40人が出席。
施設概要の説明やテープカットが行
われ竣工を祝いました。
　同施設は、旧和田野保育所跡に整
備したもので、総事業費1億 1776
万円。宿泊棟（1棟10室）と共同棟
（1棟）があり、宿泊棟1室の使用料
は月額1万円。市外から入舎した２
期生 8人が入居し、2年間の研修を
行います。

㊤入学舎式で就農への決意を述べる2
期生の学舎生たち㊦滞在施設の竣工を
祝いテープカットを行う関係者たち

の
現
状
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
関
係
者
間
で

情
報
共
有
し
、
一
層
の
連
携
を
図

り
た
い
」「
い
じ
め
を
な
く
す
こ

と
は
困
難
。
適
切
な
対
応
や
解
決

策
を
講
じ
る
べ
き
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
方
針
は

６
月
上
旬
の
策
定
を
予
定
。
会
長

は
中
山
市
長
、
副
会
長
は
米
田
教

育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

第1回「京丹後市いじめ問題対策連絡会議」
で挨拶を述べる中山市長（京丹後市役所で）

　市には先人たちの残した多数の文化財があります。市教育委員会では、これ
らの資料を「京丹後市史」としてまとめる市史編さん事業を平成17年度から
26年度までの10年計画で進めています。その一環として、平成25年度は資
料編2冊を刊行しました。いずれも市内の書店で販売しています。

文化財
京丹後市の民俗、久美浜代官所について解説

京丹後市史資料編２冊発刊

◇京丹後市の民俗
　　ー Ａ４判・429㌻、3800 円 ー
　市内39地域で、衣食住・年中行事など
の聞き取り調査を行った内容をもとに構成
しました。総説では京丹後市の民俗文化
の概要、第１章は調査項目ごとの特徴に
ついての考察、第２章は各地域の聞き取
り調査の概要を掲載しています。

◇久美浜代官所関係史料集
　ー Ａ５判・436㌻、2600 円 ー
　江戸時代に一時期は丹後・但馬・美作
にまで所領をもった久美浜代官所に関す
る古文書を翻刻し掲載したものです。第
１章は代官所の組織や業務、第２章は代
官所と村を仲介した「郡中代」について、
第３章は領地の村についての古文書を掲
載しています。 ㊤京丹後市の民俗（Ａ

4判）㊦久美浜代官所
関係史料集（Ａ5判）

　　　 文化財保護課
☎６９‐０64０

まちづくり
「
市
域
学
連
携
夢
ま
ち
創
り
実
行
委
員
会
」
を
開
催　
～
平
成
26
年
度
第
１
回
～

５
大
学
が
地
域
課
題
に
取
り
組
む
「
域
学
連
携
」
を
推
進

　

地
域
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ

る
大
学
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
の
解
決
と
地
域
振

興
を
目
指
す
、「
京
丹
後
市
域

学
連
携
夢
ま
ち
創
り
実
行
委
員

会
」
が
４
月
27
日
、
京
丹
後
市

役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
参
画
す
る
２
大
学
を
含
む
５

大
学
か
ら
担
当
教
授
ら
が
出
席
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
や
今
年

７
月
に
設
置
を
予
定
す
る
「
夢

夢まち創り大学の開学に向けて意見交換が行われ
た会議の様子（京丹後市役所で）

ま
ち
創
り
大
学
」
の
あ
り
方
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
の
設
置
に
向
け
委
員
か

ら
は
、「
大
学
に
は
教
育
や
研
究
、

地
域
貢
献
の
３
機
能
が
あ
る
。
夢

ま
ち
創
り
大
学
は
全
部
を
目
指
す

の
か
、
ど
れ
か
に
特
化
す
る
の
か

検
討
が
必
要
」「
地
域
が
力
を
つ

け
て
い
く
よ
う
な
人
材
育
成
型
の

大
学
が
良
い
の
で
は
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

公共交通

走
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」
が
完
成

丹
後
の“
食
”
を
味
わ
い
旅
を
楽
し
ん
で

1 2 3

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ

　

丹
後
の
美
し
い
景
色
と
と
も

に
、『
海
の
京
都
』な
ら
で
は
の“
食
”

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
『
走
る

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
』
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
す
る
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

の
「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」
が
完
成
。

５
月
25
日
の
運
行
開
始
を
控
え
た

10
日
、
福
知
山
駅
で
一
般
公
開
さ

れ
、
家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
ら

約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
迎
え
ら
れ
て

車
両
に
乗
り
込
ん
だ
見
学
者
は
、

天
然
木
の
テ
ー
ブ
ル
や
、
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
く
ろ
ま
つ
」
は
、
昨
年
４
月
に

１.漆黒のボディに金色の細いラインを施したクラシックな
外観 2. 天然の木材を使い、落ち着いた雰囲気の内装3.一
般公開され、車内を観賞する家族連れら

運
行
を
開
始
し
た
「
あ
か
ま
つ
」

「
あ
お
ま
つ
」
に
続
く
３
番
目
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
列
車
で
、
週
末
（
金
、

土
、日
曜
）、祝
日
を
中
心
に
運
行
。

「
ス
イ
ー
ツ
」「
ラ
ン
チ
」「
地
酒
」

の
３
コ
ー
ス
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
乗
車
の
み
は
不
可
）

　
車
両
の
設
計
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン

は
今
回
も
、
世
界
的
な
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
が
手

掛
け
ま
し
た
。
定
員
30
人
（
予
約

制
）。

※
料
金
は
、
運
賃
、
特
別
車
両

料
金
、
食
事
・
飲
み
物
、
サ
ー
ビ

ス
料
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
料
金
で

す
。

※
各
コ
ー
ス
始
発
駅
、
終
着
駅
の

み
の
乗
降
で
す
。
丹
後
大
宮
、
峰

山
、
網
野
、
木
津
温
泉
、
丹
後
神

野
、
久
美
浜
等
の
各
駅
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

日
本
旅
行
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
に
て
、
４
日
前
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
平
日
は
団
体
貸

切
列
車
と
し
て
予
約
受
付
）

　
詳
し
く
は
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

☎
0
7
7
2
‐
２
５
‐
２
３
２
３

1

2 3

■定期コース（金・土・日曜および祝日）のルートおよび料金（税込）
①丹後くろまつ1号  （スイーツコース）
福知山駅（10：22発）→天橋立駅（11：44着） 4,000円（小人3,600円）
②丹後くろまつ3号  （ランチコース）
天橋立駅（12：25発）→豊岡駅（14：54着） 10,000円（小人9,400円）
③丹後くろまつ2号  （地酒コース）
豊岡駅（17：14発）→西舞鶴駅（19：07着） 5,000円（講座付8,500円）
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建
設
業
に
係
る
「
家
屋
等
の
解

体
ご
み
（
畳
を
含
む
）」
は
産
業

廃
棄
物
で
す
が
、
市
で
は
、
市
内

に
所
在
す
る
住
居
の
リ
フ
ォ
ー
ム

等
に
よ
り
発
生
す
る
少
量
の
も
の

に
つ
い
て
は
、「
告
示
産
業
廃
棄

物
」
と
し
て
、
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
（
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
４
カ
所
の
最
終
処
分
場
）

で
受
け
入
れ
処
理
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
、
こ
れ
ら
の
ご
み
の
急
増

に
よ
り
、
焼
却
炉
の
損
傷
や
最

終
処
分
場
の
埋
立
ペ
ー
ス
が
早

ま
り
、
ま
た
、
処
理
し
き
れ
な
い

ご
み
の
仮
置
き
が
必
要
に
な
る
な

ど
、
本
市
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理

と
施
設
の
処
理
機
能
に
支
障
が
生

じ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
に
今
後
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
諮
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、「
速
や
か
に
受
入
れ
を
中
止

す
る
べ
き
」
と
の
答
申
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
６

月
30
日
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
「
告

示
産
業
廃
棄
物
」
の
受
け
入
れ
を

中
止
し
ま
す
。
７
月
以
降
、
建
設

業
に
係
る
「
家
屋
等
の
解
体
ご
み

（
畳
を
含
む
）」
は
、
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

  平成２６年７月１日から

「家屋等の解体ごみ（『告示産業廃棄物』）」の
　受け入れを中止します

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
理

し
き
れ
ず
、
最
終
処
分
場
へ
仮
置
き
保

管
し
て
い
る
畳
（
平
成
26
年
４
月
16
日

撮
影
）

 

「畳店」や「日曜大工をされる個人」のみなさんへ
７月１日以降に

・“畳替え”などにより発生した古畳を、1 日に５枚以上持ち込みたいとき
・“日曜大工”などにより発生した解体くずを、軽トラック１台を超えて持ち込みたいとき

必ず、持ち込もうとする施設まで、搬入予定日の3日前までに「持込日・数量」を電話でご相談ください。

ただし、以下に該当する場合は、市の処理施設へ持ち込めません。
①市外で発生したもの
②排出場所等が確認できないもの

● 峰山クリーンセンター（☎ 62-4626）
● 最終処分場（峰山☎ 62-3336、大宮☎ 64-4866、網野☎ 72-4755、久美浜☎ 82-0846）

最
終
処
分
場
へ
仮
置
き
保
管
し
て
い
る

解
体
ご
み
（
平
成
26
年
４
月
４
日
撮
影
）

受け入れできなくなるごみの例
　家屋等の解体によって発生した廃プラスチック、紙くず、木
くず、繊維くず（畳含む）、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、
コンクリートくず、陶磁器くず、その他これに類する不要物

0

200

400

600

H25H24H23H22H21

321 332 328
536 541

峰山クリーンセンターにおける「告示産業廃棄物」搬入量の推移

峰山クリーンセンターで処理した「木・竹・わら類」の組成比の推移

（単位：ｔ）

163％増

Ｈ16の台風 23号の災害ごみが増加

告示産廃と畳が急増組成比平均14・４％（
単
位
：
％
）

組
成
比
…
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
質
に
お

け
る
「
木
・
竹
・
わ
ら
類
」
の
割
合

市
民
課

☎
６
９
‐
０
２
１
０

※事前の相談がなく、直接持ち込まれたものは、受け入れをお断りすることがあります

６月は環境月間です ～捨てればごみ、分ければ資源～ 紙ごみは燃やさず分別して、
古紙回収団体に出しましょう！

　
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画
に
関

し
て
、
防
衛
省
が
４
月
13
、
14
日
に
地
元
説
明
会
、
16
、
17
日
に
住
民
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
説
明
会
は
防
衛
省
が
主
催
し
た

も
の
で
、４
月
13
日
に
袖
志
区（
丹

後
町
）、
14
日
に
尾
和
区
（
同
町
）

の
区
民
を
対
象
に
し
た
地
元
説
明

会
を
開
催
。
ま
た
、
16
、
17
日
に

は
、
全
市
域
を
対
象
と
す
る
住
民

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
４
会
場
で

延
べ
約
３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
説
明
会
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

基
地
の
運
用
・
工
事
等
に
つ
い
て

　
基
地
の
運
用
開
始
は
12
月
末
か

ら
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
を
２

期
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

　
第
１
期
工
事
は
、
５
月
に
着
工

し
、
管
理
棟
や
倉
庫
、
通
信
器
材

設
置
場
所
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま

す
。
10
月
に
レ
ー
ダ
ー
器
材
を
搬

入
し
、
12
月
末
に
完
成
の
予
定
で

す
。
工
事
着
工
段
階
で
、
７
人
の

米
軍
関
係
者（
軍
人
お
よ
び
軍
属
）

が
配
属
と
な
り
ま
す
。

　
第
２
期
工
事
は
、
２
０
１
５
年

初
め
頃
に
着
工
し
、
軍
人
の
住
居

施
設
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
完
成
は
、
２
０
１
７
年

初
め
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
を
行
う
際
に
は
、

通
勤
時
間
帯
や
日
曜
・
祝
日
は
避

け
、
防
音
壁
の
設
置
な
ど
地
元
住

民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
施
設
は
航
空
自
衛
隊
経
ヶ

岬
分
屯
基
地
の
外
観
に
模
し
た
も

の
と
す
る
ほ
か
、
国
道
沿
い
の
外

柵
沿
い
に
植
栽
を
行
う
な
ど
、
可

能
な
限
り
景
観
に
配
慮
し
ま
す
。

防衛省による住民説明会の様子（㊤ 4月16日、宇川
小学校体育館で㊦4月17日、峰山小学校体育館で）

防災

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画
つ
い
て

防
衛
省
、
４
会
場
で
住
民
説
明
会
開
催

総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

米
軍
関
係
者
の
人
数
お
よ
び
居

住
地
に
つ
い
て

　
レ
ー
ダ
ー
の
運
用
開
始
後
は
、

最
大
で
１
６
０
人
の
米
軍
関
係
者

（
軍
人
お
よ
び
警
備
・
技
術
者
な

ど
の
軍
属
）
が
京
丹
後
で
暮
ら
し

ま
す
。
軍
人
は
、
基
地
内
に
居
住

し
ま
す
が
、
居
住
施
設
が
完
成
す

る
２
０
１
７
年
初
め
頃
ま
で
の
間

は
、
峰
山
町
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
ま
す
。
軍
属
は
、
基
地
内
に
は

居
住
せ
ず
、
当
分
の
間
は
、
峰
山

町
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
来
年

の
３
月
ま
で
に
賃
貸
物
件
も
含
め

移
転
先
を
決
定
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

■ 

事
件
・
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

米
軍
関
係
者
に
対
し
て
、
規
律
保

持
を
は
じ
め
、
徹
底
し
た
教
育
を

行
う
よ
う
米
軍
に
申
し
入
れ
て
い
ま

す
。
次
に
、
交
通
ル
ー
ル
や
雪
道
の

走
行
等
の
自
動
車
運
転
講
習
の
実

施
や
運
転
の
際
に
注
意
す
る
箇
所

等
を
示
す
交
通
安
全
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
地
元
警
察
の
協
力
を
得

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
関
係
者
間
に
よ
る
事

件
・
事
故
防
止
の
た
め
の
連
絡
会

を
設
置
し
、
適
切
な
情
報
交
換
を

行
い
、
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
万
一
、

事
件
・
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
ま
ず
は
、
警
察
等
に
連
絡
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
近
畿
中

部
防
衛
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
適
切
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
　
連
絡
先

近
畿
中
部
防
衛
局
京
丹
後
現
地
連
絡
所

（
☎
０
９
０・９
０
４
７・５
２
３
４
）

近
畿
中
部
防
衛
局
管
理
部
業
務
課

（
☎
０
６・６
９
４
５・４
９
６
４
）

（
☎
０
６・６
９
４
５・５
３
８
１

／
夜
間
お
よ
び
休
日
：
当
直
室
）

■ 

周
辺
環
境
へ
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
防
衛
省
に
お
い
て
、
騒

音
、
電
磁
波
、
水
質
の
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

レ
ー
ダ
ー
設
置
後
に
も
実
施
し
、

設
置
の
前
後
に
お
い
て
比
較
し
、

検
証
を
行
い
ま
す
。

地
元
振
興
策
に
つ
い
て

　
国
道
の
整
備
や
農
林
漁
業
な
ど

に
関
す
る
地
域
要
望
に
つ
い
て
は

京
丹
後
市
を
初
め
、
関
係
各
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
で
き
る
限
り
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｘバンド・レーダーの概要（防衛省広報資料から）
　米軍が開発した弾道ミサイルの探知・追尾を目的とし
たレーダーで、ペトリオット・システムのように迎撃ミサ
イルを有するものではなく、ミサイルが飛来する可能性
が高い空域を監視し、
飛来するミサイルを
精密に探知、追尾す
る能力に優れたレー
ダーです。 Ｘバンド・レーダーの外観（アンテナユニット）
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「海の京都・京丹後」
みんなでつくろう

「
海
の
京
都
」
構
想
で
は
、
北
部

７
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
観
光
客
に
対

す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
目
印
）
と

な
る
拠
点
を
一
箇
所
設
定
し
、
そ

れ
を
ま
と
め
て
北
部
全
体
を
観
光

エ
リ
ア
と
し
て
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
は
、
そ

の
目
印
を
目
的
地
と
し
て
訪
れ
る

観
光
客
を
そ
こ
か
ら
周
遊
さ
せ
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
府
内
の
観
光
地
と

い
え
ば
「
古
都
京
都
」
が
世
界
的

に
も
有
名
で
、
北
部
地
域
は
知
名

度
が
低
く
、
関
西
を
離
れ
る
と
京

都
に
海
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な

い
方
も
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
北
部
地
域
は
こ
の
海

に
よ
っ
て
古
代
に
は
大
陸
か
ら
の

文
化
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
、
経

済
的
・
文
化
的
に
他
地
域
に
勝
る

卓
越
性
と
先
導
性
を
持
ち
、
独
自

の
歴
史
文
化
を
形
成
す
る
な
か
で

技
術
や
文
化
の
発
信
地
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
文
化
や
地

域
資
源
を
生
か
し
、「
陸
の
京
都
」

で
あ
る
京
都
市
と
は
異
な
る
魅
力

を
持
つ
北
部
地
域
を「
海
の
京
都
」

と
位
置
付
け
、
府
と
北
部
７
市
町

（
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
綾
部
市
、

宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
、

与
謝
野
町
）
が
一
体
と
な
り
、
総

合
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

府
北
部
を「
海
の
京
都
」
と

位
置
付
け
発
信

北
部
７
市
町
で
拠
点
を
設
定

「海の京都」構想とは…
　現在、本市を含む北近畿の交通網は急速に整備が進んでいます。特に、平成26年度中に京都縦貫自動車道の京丹
波わち IC～丹波 IC間、また、舞鶴若狭自動車道の小浜 IC～敦賀JC間が開通し、両自動車道は全線開通となります。
これにより、近畿地方だけでなく東海や北陸とも繋がる広域ネットワークが形成され、府北部地域への人・ものの流れ
が飛躍的に増大することが期待されています。また、京都舞鶴港には今年度だけで14回のクルーズ客船の寄港が予定
されており、陸路だけではなく、海路からも多くの人・ものが入ってきます。
　このような好機を捉え、府北部地域を日本を代表する観光地となるよう整備していこうと平成25年３月に「海の京都」
構想が打ち出されました。

　本市では、京都府が掲げる「海の京都」構想を北部6市町とともに推進しています。
私たちの住む地域を日本を代表する観光地にするための取り組みについてお知らせします。

京丹後市の拠点におけるマスタープランの内容（抜粋）

『夕日広場（仮称）』の整備
　足湯やおしゃれなカフェ空間を作り、夕日を楽
しむスポットにする。京丹後の農産物・海産物・
加工品などを販売する朝市を実施する

『漁師めし（仮称）』の開発
　湊漁港で水揚げされた地物の海産物を使
い、『漁師めし（仮称）』を開発し、漁師町
ならではの「食」ブランドを確立する

かぶと山公園展望台へのルート整備
　かぶと山展望台の更新に伴い、山の中腹に駐車場
を整備し、麓から駐車場までの舗装登山道を車が通
行できるよう拡幅する

久美浜湾を活用した体験観光商
品の開発
　波が穏やかで安全な久美浜湾の
特徴を最大限に活用し、カヌー、
丸子船、屋形船、遊覧船等の各種
体験観光商品を開発し、提供する

ガイド

観
光
振
興
課

☎
６
９
‐
０
４
５
０

　
現
在
で
は
、以
前
の
よ
う
な「
物

見
遊
山
的
な
観
光
」
か
ら
「
地

域
の
人
が
感
じ
て
い
る
そ
の
地
の

魅
力
を
共
感
す
る
」
体
験
型
へ
と

旅
行
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
海
の
京
都
」

構
想
で
最
も
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
の
は
、
受
け
入
れ
側
の
地
域
の

人
々
が
自
分
の
住
む
地
域
の
良
さ

を
実
感
し
、
そ
れ
を
訪
れ
る
方
に

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
を
考
え

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
各
市
町
の
拠
点
ご
と

　
「
海
の
京
都
」
構
想
は
、
府
と

７
市
町
で
組
織
す
る
「
海
の
京
都

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
北
部
全
体
の
推

進
体
制
と
し
て
有
識
者
も
含
め
た

「
海
の
京
都
実
践
会
議
」、
商
工
会

や
観
光
協
会
な
ど
関
係
団
体
も
含

め
た
「
海
の
京
都
観
光
推
進
協
議

会
」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
全
体

の
「
和
」
で
総
合
力
を
高
め
、
統

一
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
良
さ
を
実
感
し
て
、
伝

え
る

拠
点
を
起
点
と
し
た
周
遊
観
光

の
推
進

　

京
丹
後
市
で
は
、
北
部
７
市

町
の
中
で
も
突
出
し
た
宿
泊
床

数
を
持
つ
浜
詰
（
夕
日
ヶ
浦
温

泉
）・
久
美
浜
エ
リ
ア
を
拠
点
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
エ
リ
ア
を
わ
か
り
や
す

く
魅
力
的
な
目
印
と
し
て
発
信
す

る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
受
け
入

れ
態
勢
や
取
り
組
み
、
施
設
整
備

な
ど
に
つ
い
て
実
践
会
議
で
検
討

し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

地
域
で
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、

市
と
し
て
も「
夕
日
広
場
」（
仮
称
）

の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策

定
や
、
か
ぶ
と
山
展
望
台
の
更
新

に
伴
う
山
頂
ま
で
の
進
入
道
路
の

「海の京都」ワークショップ（浜詰区民センターで）

「
海
の
京
都
」
構
想
の
推
進
に

向
け
て

● ７ 市 町 の モ デ ル

コースを紹介し、観

光施設や飲食店、温

泉などで使用できる

クーポン「海の京都

周遊パスポート」の

発行

● ＮＥＸＣＯ西日本ドライブキャンペーン「お

国じまんカードラリー」への参画

● ７月 19 日（土）～８月３日（日）の 16 日間

にわたり、舞鶴市を主会場として開催する「海

フェスタ京都」で、７市町を巡るモニターツアー

や各市町でも協賛イベントを実施し、「海の京都」

を全国へ発信

統一的な観光プロモーション 拡
幅
や
駐
車
場
の

整
備
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
美
し
い

砂
浜
海
岸
を
利
用

し
た
ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
等
を
行
い
、

多
く
の
観
光
客
を

拠
点
に
呼
び
込
み
、

そ
こ
か
ら
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を

代
表
す
る
丹
後
町
、

網
野
町
を
は
じ
め
、

魅
力
あ
る
市
内
の

各
エ
リ
ア
へ
と
周
遊

さ
せ
る
よ
う
「
海
の

京
都
」
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
地
域
住
民
に
よ
り「
実
践
会
議
」

が
組
織
さ
れ
、「
海
の
京
都
」
と

し
て
推
進
す
べ
き
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
の
拠
点
は
広
範
囲

で
あ
る
た
め
、
夕
日
ヶ
浦
・
小
天

橋
・
か
ぶ
と
山
・
久
美
浜
一
区
の

４
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
の
地
域
代

表
に
よ
り
実
践
会
議
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
践
会
議

が
中
心
と
な
り
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
専
門
家
を
招
い
て
の
学
習
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
継
続
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
観
光
客
を
ひ

き
つ
け
る
の
は
単
な
る
観
光
メ

ニ
ュ
ー
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
込
め
ら
れ
た
地
域

の
人
々
の
思
い
や
考
え
方
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ

「海の京都」構想の推進計画を掲載
したマスタープラン

の
地
に
根
ざ
し
た
歴
史
や
文
化

と
、
そ
れ
に
対
す
る
誇
り
が
住
ん

で
い
る
私
た
ち
の
中
に
は
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」

「
観
る
」「
買
う
」
と
い
っ
た
旅
の

要
素
の
中
で
表
現
す
る
こ
と
で
長

期
的
・
持
続
的
な
「
海
の
京
都
・

京
丹
後
」の
魅
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、「
海
の

京
都
」
構
想
は
、
地
域
に
住
む
方

一
人
ひ
と
り
の
地
域
へ
の
思
い
を

形
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
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丹 後 町

▶
空
に
舞
う
鯉
の
ぼ
り
の
下
を
駆
け
回
っ
て
遊
ぶ
園
児
た
ち

　溝谷保育所（弥栄町）で4月23日、園児たちが手作り
したカラフルな鯉のぼりが園庭に揚げられ、優雅に空を舞
いました。
　３歳児から５歳児までの園児60人が、３日間かけて１人
1匹ずつ作成。カラーポリ袋の胴体に、ペットボトルのラベ
ルをうろこに見立てて貼り、思い思いの絵も描き加えた豪
華な鯉のぼりを完成させました。
　園児たちは、揚げられた鯉のぼりに触れたり、鯉のぼりの
下で駆け回ったりしながら、空に舞う鯉のぼりを楽しんでい
ました。

　丹後町間人の古間区で４月26、27日の
両日、豊漁と海の安全を祈願する「水天
宮さん祭」が行われました。
　この祭りは、漁師町として栄えた同区で
明治から続いているもの。７月の「間人み
なと祭」に合わせて実施されていましたが
昨年から春の開催となりました。
　宵宮では、水天宮のある城島周辺に紋
紙で作られた100個の花灯篭を設置。幽
玄な光の中、間人太鼓のメンバーが太鼓
を奉納しました。
　翌日は、子どもや青年たちが担いだ屋
台２基が区民センターを出発。城島に到着
すると大きく屋台を揺らし「よいさ、よい
さ」と威勢良く声を響かせました。島に渡
る橋には大漁旗が掲げられ、晴天の空に
はためいていました。
　古間区長の谷良夫さんは「祭りは区民
の絆を深める絶好の機会。出身者もたくさ
ん帰ってくるような祭りにしていきたい」
と話していました。

米
粉
で
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
Ｐ
Ｒ

手作り鯉のぼりが空舞う
溝谷保育所の園児が60 匹作成

弥 栄 町

大 宮 町
5 月 10・11日

4 月26・27日

大
宮
町
谷
内
の
畔
蔵
で
「
米
粉
祭
」
を
開
催

　米の消費拡大とブランド化に向け、特産
のコシヒカリをＰＲしようと５月10、11
日の両日、「畔蔵」（大宮町谷内）で「丹後
産コシヒカリ米粉祭」が開催されました。
　会場では、米粉を使ったカレー粉「京丹後
こしひ加

か り ー

哩」や干し麺「つるりんめん」、ロー
ルケーキをはじめ、米を使った餅や香味油、
ばらずしなどの試食販売が行われ、大勢の来
場者で賑わいました。カレー粉は、油分を含
まないのが特徴で、試食をした女性は、「初め
ての味。さっぱりして食べやすい」とコメント。
　スタッフの和田さんは、「冷ごはんにも合い、
夏場は麺類、またピラフや天ぷらにもおすすめ」と話してい
ました。この催しは、農産物加工品の製造販売を手掛ける
㈲丹後路たにうちファーム（川村嘉徳代表取締役）が企画
し、市内の関係業者とのタイアップにより行われたものです。

　久美浜町のかぶと山公園キャンプ場で５月３日、かぶと
山公園まつりが開かれました。ステージイベントやかぶと
山の歴史登山探索ツアー、丸子船の乗船体験、餅の振る
舞いなど多彩な催しが行われ、約３千人の来場者でにぎわ
いました。
　ステージでは、久美の浜太鼓が勇壮な太鼓の音を響か
せたほか、久美浜中学校吹奏楽部が踊りを交えながら軽
快な演奏を披露。続いて、地元のオヤジバンドも登場し会
場を沸かせていました。
　この催しは、かぶと山の魅力を発信しようと、同町の住
民で構成する「かぶと山ふるさと会」が主催したものです。

▶
踊
り
を
交
え
な
が
ら
演
奏
を
披
露
す
る

　
久
美
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち

「かぶと山公園まつり」に３千人
歴史探索登山ツアーなど催し多数

久美浜町
５月３日

▲米粉を使ったカレーを試食し笑顔を見せる子どもたち

4 月 23 日

スマートフォンなどの端末を
使って右のコードを読み取る
と、動画が再生されます。※
機種等により再生されない
場合があります。

　本年度で２期目となる京丹後市高齢者
大学峰山学園の開講式が５月８日、峰山地
域公民館で開かれ、受講生ら110人が参
加しました。
　式に先立ち、マリンバ奏者の谷口理恵さ
ん（網野町）が、「荒城の月」「とおりゃんせ」
「いのちの歌」など6曲を披露。華やかな
オープニングとなりました。また、マリン
バの伴奏に合わせて京丹後市の歌を全員
で合唱しました。

▲森山さんの紙芝居を見入る受講者たち

高
齢
者
大
学
峰
山
学
園
が
開
講

受
講
生
が
マ
リ
ン
バ
演
奏
や
紙
芝
居
を
堪
能
5月8 日
峰 山 町

高齢者大学開講式の様子

　式典では、中山一公民館長のあいさつ後、講座や講師
が紹介され、後半には、森山道子さんの紙芝居「聞かせ
て！結んだ心のお話を！」が上演されました。この物語は、
平成16年の台風23号の際に水没したバスの上で一夜
を過ごした37人が題材。死の恐怖と闘いながら救出さ
れるまで互いに励まし合った様子などが生々しく語られ、
受講生らは真剣に聞き入っていました。
　増田安子さんは、「紙芝居では、日本人の団結力の素
晴らしさを改めて知った。高齢者大学では、仲間たちと
歌や民謡を楽しんだり、新しいことにチャレンジしたり
したい」と話していました。

　網野町の琴引浜、夕日ヶ浦海岸で５月４
日、ビーチヨガが行われました。琴引浜の
モーニングヨガには20人、夕日ヶ浦のサ
ンセットヨガには16人が参加しました。
　京丹後市観光協会が主催し、「丹後の海
からパワーをもらおう」が合言葉。海の魅
力を感じながらヨガで体を動かして、心身
ともにリフレッシュしてもらうことを目的
に行われたものです。
　インストラクターは、網野町在住の長瀬
美奈さん。参加者たちは、海から吹く風に
身を任せ波の音を聴きながら約1時間、爽
やかな汗を流しました。その後、海への感
謝を込めて海岸清掃も行いました。
　今後 7月から９月の間、観光客らを対
象として定期的に開催されます。
※次回開催  「はだしのコンサートプレイベント」
日 時：６月1日／ 7 時 30 分～　場所：琴引浜
申し込み・問い合わせ：京丹後市観光協会（☎ 62-6300）

▲夕焼け空の下、潮風に身を任せてヨガを楽しむ
　参加者たち（夕日ヶ浦海岸で） 海

の
パ
ワ
ー
で
心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

琴
引
浜
、
夕
日
ヶ
浦
海
岸
で
ビ
ー
チ
ヨ
ガ
５月４日
網 野 町

▲屋台を担ぎ水天宮のある城島への橋を渡る区民たち

「
水
天
宮
さ
ん
祭
」
で
豊
漁
祈
願

晴
天
の
空
に
大
漁
旗
は
た
め
く

142014.06
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立久美浜病院
小児科医師

今
いま

井
い

  朝
とも

彦
ひこ

文
子どもの「けいれん」落ち着いて
　発症時の対処法を学びましょう

　 熱 性 け い れ ん は
乳 幼 児 に 好 発 す る
発熱に伴うけいれん
性疾患です。日本で
は 10% 弱の小児に
発症するとされ、稀
な疾患ではありませ
ん。患者の半数以上は生涯 1 回だけですが、30% 程
度の方が 2 回目を経験し、3 回以上経験される方は
9% 程度といわれています。
　ほとんどの場合は、成長・発達への影響はなく、
心配いりません。
　しかし、けいれんを起こす原因には重大なものも
あり、何より、目の前でけいれんしている我が子を
見て平気でいられる親はいないと思います。
　そこで、実際に「けいれん」が起こった場合、そ
の場の対応は以下のようしてください。

　発熱を伴うけいれんでも、持続時間が長い（15 分以
上）、けいれんが治まった後の意識状態がおかしい、1
日のうちにけいれんを何回も繰り返す場合などは早め
に医療機関を受診してください。また、発熱を伴わな
いけいれんや体の一部のみのけいれん、胃腸炎に伴う
けいれんなどは診断や検査・治療が異なることがあり
ます。
　けいれんは、患児にとっても周囲の人にとっても緊
急事態であることは間違いありません。まずは、患児
の安全を確保し、医療機関に連絡を取るようにしてく
ださい。
　余談ですが、小児のけいれんの意外な原因に、「銀杏
中毒」があります。通常の抗けいれん薬が効きにくく、
治療にはビタミンB6製剤を使用します。私は小さい頃、
銀杏を拾いに行ったり、食べた記憶がありますが、小
児では数個でも中毒を起こすことがあるため、10 歳未
満には与えないほうが無難といわれています。

１0％弱の乳幼児に発症

　今回は、乳幼児に発症する「けいれん性
疾患」について、久美浜病院の今井朝彦
医師に聞きます。

持続時間や発熱の有無を確認して

けいれんの対処法

①安全な広いところに寝かし、衣服を緩める
　舌を噛むことはほ
とんどないので、口
の中に指や物を入れ
ないでください。む
しろ粘膜を傷つけた
り、窒息の原因とな
ることがあります。

②顔を横に向ける
　顔は横を向けて、嘔吐した際に吐物が自然と流れ
出るようにします。無理にすべてを掻き出す必要は
ありません。

③「けいれん」の様子を観察する
　どこがけいれんしているのか、けいれんが一部だ
けか、また左右の差や手足のツッパリ、視線など、
けいれんの様子や持続時間を観察し、体温を測りま
す。けいれんは、病院に着くころにはたいてい治
まっているため、子どもの様子は保護者の方しか分
からないことが多いです。

④病院 or 救急隊に
連絡をする
掛かりつけの病院に連
絡するか、救急車を要
請してください。

現
段
階
で
変
更
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昼
の
時
報
に
つ
い
て
、現
在
の
「
市

の
歌
」
か
ら
月
毎
の
季
節
の
音
楽

へ
変
更
し
、
毎
週
日
曜
に
つ
い
て

は
現
状
と
同
じ
市
歌
に
す
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。（
広

報
き
ょ
う
た
ん
ご
平
成
25
年
10
月

号
16
㌻
ま
た
は
、
京
丹
後
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

 　

 

し
か
し
、
市
歌
は
市
の
花
・
木

と
同
じ
く
、
市
を
象
徴
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
放

わ
た
し
の
提
案
・
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

防
災
無
線
の
メ
ロ
デ
ィ
を
変
え

る
時
期
は
い
つ
で
す
か

▼
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
、
お
よ

び
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ

て
く
る
季
節
の
音
楽
に
つ
い
て
、

音
楽
を
変
え
る
予
定
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。
い
つ
頃
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

【
網
野
町
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

送
し
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
結
論

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
段

階
で
は
、
季
節
の
音
楽
へ
の
変
更

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

      

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
５
月
号
の
表
紙

写
真
“
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
”
素
敵

で
す
ね
。
25
年
前
、
私
の
母
娘
が
今

日
か
ら
一
年
生
と
町
報
の
表
紙
を
飾
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
新
し

く
始
ま
る
学
校
に
早
く
慣
れ
て
友
だ

ち
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
ね
！

　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
小
６
の
私
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
に

作
ら
れ
て
お
り
良
か
っ
た
で
す
。
今

回
は
11
の
小
中
学
校
の
閉
校
式
の
様

子
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

【
大
宮
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
市
制
10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
【
弥
栄
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
中
学
校
で
は
勉
強
し
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
と
て
も
面
白
い
し
、
読

ん
で
い
て
楽
し
い
で
す
。

　
　
　
【
峰
山
町
・
10
代
・
女
性
】

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん Vol.8

イラスト：フリーメディカルイラスト図鑑

1.	具材を食べやすい大きさに切る（みょうが（たけ）は小口
切り※にする）。※端から薄く一定の幅で切る切り方のこと。

2.	鍋にだし汁とにんじん、じゃがいもを入れ火にかけ、柔ら
かくなってきたらたまねぎも加えて煮る。	
ポイント !!灰汁が出るので、丁寧に取り除きましょう。

作り方

　私たちが子どもの頃には、この「ろくとう
汁」を祖母が作ってくれました。昔は各家

で麦を作っていたので、その麦を家で粉にし、その粉を使ってろ
くとう汁を作っていました。今回は強力粉を使うろくとう汁の作
り方になりますので、小麦を使う昔の作り方でできたろくとう汁
と比べると、多少味に違いがあると思います。
　最後にみょうがを加えると、とてもよい香りに仕上がります。
みょうがが無いときは、ネギや三つ葉を使ってみてください。

教えてくれたひと
左）岡田 克美さん （久美浜町）
右）田中 すみよさん （久美浜町）

材料（４～５人分）
・だし汁 …800cc ・強力粉 …適量（50ｇ程）
・じゃがいも …１個 ・ぬるま湯 …適量
・にんじん …１本 ・味噌 …適量

・玉ねぎ …１個

・しめじ …適量 (1/2 パック程）
・みょうが（たけ）…適量（３本程）

ろくとう汁 今回の旬の野菜は…
みょうが（たけ）・新じゃが・新玉ねぎ！

体験レポート　　

　今回は、旬の食材を使った昔ながらの料理を教えていただ
きました。ろくとう汁のメインでもある強力粉で作った団子は
もちっとしていて、みそ味がしみて優しい味でした。
　今回使った具材の他にも、しいたけ、たけのこ、里芋、大
根など旬のものを入れてもおいしそうです。
　それぞれの季節の野菜、お好みの具材などを入れて、皆さ
ん好みのろくとう汁を作ってみてくださいね。

3.	強力粉にぬるま湯を少しずつ加えながらま
ぜる。スプーンですくって落とすと、ドロッ
と落ちる程度の固さがよい（写真参照）。

4.	３の団子生地をスプーンですくって、２の
鍋に落とし入れる。しめじも加えて煮る。	
ポイント !!生地を鍋に入れたら、玉杓子で軽くかき混ぜま
しょう。放っておくと、鍋の底に生地がくっつき焦げてしま
います。

5.	鍋に味噌を溶き入れ、みょうがを加え、団子に火が通っ
たら火を止める。

ろくとう汁は、強力粉とぬるま湯で練った団子が入っているのが特徴です。

　2種類以上の強力粉を混ぜ

合わせて作ると、良い感じの

団子になりますよ！



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

自
然
の
色
を
生
か
し
て

や
さ
し
い
作
品
に

押
し
花
　

　
ア
ー
ト

笠
か さ

次
な み

  和子さん（67）

大宮町周枳在住。お孫さんの面
倒を見ながら制作に励んできた
笠次さん。今でも月に１回、研修
会に参加して技を磨いています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　四季折々の自然を額絵に切り取る「押し花アート
展」が５月３日～ 11日まで、アミティ丹後（網野町）
で開かれました。
　出展したのは、笠

かさ
次
なみ
和子さんが代表を務める「ふ

しぎな花倶楽部・押し花サークル和
なごみ

」のメンバー 26
人。身近に自生する草花を押し花にして、この１年
間に手掛けた力作約 70点を披露しました。
　会場には、さまざまな花を使って表現したバラや
チューリップの花束をはじめ、アジサイやコスモス
が咲き誇る丘に、桜や柿、銀ポプラの葉でかたどっ
た西洋の城がそびえ立つ光景など、彩り豊かな作品
が並び、来場者の目を楽しませていました。

四季折々の草花生かした70点を展示

「押し花アート展」開催

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
６

バラなどが咲き誇る丘に城がそびえ立つ光
景を表現した作品。バラはトルコキキョウ、
城は銀ポプラとカラムシの葉を使用

季節の草花を生かした作品が並ぶ会場

　
押
し
花
ア
ー
ト
は
、
押
し
花
を

布
や
和
紙
、
パ
ス
テ
ル
に
の
せ
て
、

花
束
や
自
然
の
風
景
な
ど
を
表
現

し
ま
す
。
押
し
花
は
、
新
聞
紙
や

電
話
帳
に
挟
ん
で
作
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、現
在
で
は
、乾
燥
マ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
て
簡
単
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
ッ
ト
を
使
う

こ
と
で
、
草
花
以
外
に
も
野
菜
や

果
物
の
皮
も
素
材
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
表
現
の
幅
は
無
限

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
１
週
間
掛

け
て
乾
燥
さ
せ
た
草
花
は
、
真
空

パ
ッ
ク
に
入
れ
て
保
存
す
れ
ば
、

長
い
間
き
れ
い
な
色
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。　
　

　

私
が
押
し
花
を
始
め
た
の
は
20

年
前
。
も
と
も
と
花
を
育
て
る
の

が
趣
味
だ
っ
た
私
に
、主
人
が
「
き

れ
い
な
花
な
の
に
す
ぐ

に
枯
れ
て
し
ま
う
の
が

惜
し
い
。
押
し
花
に
し

て
み
た
ら
」
と
声
を
掛

け
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
言
葉
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
体
験
会
や

勉
強
会
に
参
加
し
て
押

し
花
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
押
し

花
ア
ー
ト
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
免
許
を
取

得
。
現
在
で
は
、「
ふ
し
ぎ
な
花

倶
楽
部
・
押
し
花
サ
ー
ク
ル
和な

ご
み

」

の
代
表
と
し
て
、
受
講
生
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

制
作
の
際
は
、
自
然
の
色
を

そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
、
立
体
感

を
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
き
生

き
と
し
た
や
さ
し
い
作
品
に
仕
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
絵
柄
を

表
現
し
て
も
、
使
う
素
材
に
よ
っ

て
全
く
違
う
風
合
い
に
な
る
の
が

お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら

に
、
ア
ー
ト
に
使
う
花
を
自
分
で

育
て
た
り
、
四
季
折
々
の
草
花
を

押
し
花
に
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

た
り
と
、
作
品
が
で
き
る
ま
で
の

過
程
も
楽
し
め
ま
す
。

　
誕
生
日
に
も
ら
っ
た
花
、
結
婚

式
で
飾
っ
た
も
の
な
ど
記
念
の
花

を
作
品
に
す
れ
ば
、
一
生
の
宝
物

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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石田 優
ゆ

愛
あ

ちゃん（女の子）
４月生まれ・2,994㌘
母：早苗さん　父：陽平さん（京都府宇治市／実家 : 大宮町河辺）

岡野 叶
と

彩
あ

ちゃん（女の子）
４月生まれ・3,236㌘
母：佳奈さん　父：浩紀さん

葊野 由
ゆ

乃
の

ちゃん（女の子）
4月生まれ・2,600㌘
母：由貴さん　父：雄太さん
（大宮町口大野）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）                                        

岸本 彩
あ

佑
ゆ

ちゃん（女の子）
３月生まれ・3,078㌘
母：かおりさん　父：昌市さん

（網野町網野）

坂田 繕
ぜん

ちゃん（男の子）
４月生まれ・2,744㌘
母：愛美さん　父：涼さん（大宮町善王寺）

（峰山町菅）

さと
がえ
り
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霧き
り

の
宮み

や

神
社
は
、
大
宮
町

五い

十か

河が

に
あ
る
神
社
で
す
。

小
町
公
園
か
ら
北
へ
２
０
０

㍍
、
五
十
河
の
集
落
に
入
っ
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
境け

い

内だ
い

に
は
、
幹み

き

周ま
わ

り

４・７
㍍
、
高
さ
35
㍍
を
測
る

大
き
な
杉
の
木
が
あ
り
ま
す
。

五
十
河
地
区
で
ひ
と
き
わ
目

立
つ
こ
の
杉
は
、
地
上
か
ら
４

～
６
㍍
の
と
こ
ろ
で
枝
が
８
本

に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
「
八や

つ

岐ま
た

杉す
ぎ

」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
早
い
段
階
に
幹

が
折
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、

折
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
枝
分
か

れ
し
て
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
自
然
に
生
え
た

も
の
で
は
な
く
植
え
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
大
き
さ

か
ら
樹
齢
は
３
０
０
～
４
０
０

年
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
本
立
ち
の
姿
で
あ
る
こ
と

や
、
ほ
と
ん
ど
傷
も
な
く
健
全

で
葉
の
状
態
も
良
い
点
、
ま
た

折
れ
て
か
ら
こ
こ
ま
で
大
き
く

な
る
の
は
珍
し
い
な
ど
の
点
が

評
価
さ
れ
、
平
成
20
年
７
月
８

日
付
け
で
京
丹
後
市
指
定
文
化

財
（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。（

文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

98

霧
の
宮
神
社 

八
岐
杉珍しい形の大きな杉の木

　丹後町の観光スポット「立岩」周辺
で４月 20 日、地元区民らによる海岸
の清掃活動が行われました。
　春の行楽シーズンに訪れる観光客の
皆さんに、山陰海岸ジオパークの壮大
な立岩と美しい砂浜の景色を楽しんで
もらうため、立岩周辺清掃実行委員会
が市民の皆さんに呼び掛けて毎年実施
されています。この日は約 120 人が
参加して、冬の間に漂着していたごみ
や流木など、約５㌧を回収しました。
　山陰海岸ジオパークは、平成 22 年
の世界認定以来、４年に１度の再審査
をこの夏迎えます。自然や歴史、文化
財などの保護保全活動を地域一体と

霧の宮神社の八岐杉

　「立岩」周辺の海岸清掃活動を実施
なって取り組むことが、審査項目とし
ても重要な要素に挙げられており、こ
うした活動が再認定に向けての大きな
弾みになります。今後、清掃活動が実

施される際には、ぜひご参加いただき、
地域一体となって山陰海岸ジオパーク
の豊かな恵みを守っていきましょう。
　　　　　　　　　　（観光振興課）

　観光客をきれいな海岸がお出迎え

立岩（写真左上）周
辺の清掃を行う実行
委員会のメンバーた
ち。同会では海水浴
シーズン前にも清掃
活動を行う予定。

　公益社団法人京丹後市シルバー人
材センターが運営する軽食喫茶店「和

わ

い輪
わ

い がや我
が

家
や

」が５月 10 日、峰山
町浪花の商店街にオープンしました。
　中心市街地の活性化や、高齢者の
集いの場を創設することを目的に同セ
ンターが開設したもので、場所は空き
店舗（約 97 平方㍍）を使用。市が４
月に制定した「京丹後コミュニティビ
ジネス応援条例」に基づく、「コミュ
ニティビジネス応援補助金」※を活用
した初めての取り組みとなります。
　店舗では、同センターの会員がス
タッフを務め、コーヒーやトースト、
うどんなどを提供。地域の高齢者サロ

「地域住民の新たなふれあいの場に」
ンなどにも活用されます。
　この日、オープンを記念して行われ
たセレモニーでは、髙山充男理事長が

「地域の人たちの新たなふれあいの場
として活用していただき、まちの活性
化につなげていきたい」と挨拶。続いて、
中山市長とともにテープカットを行い

軽食喫茶店“和い輪い がや我家”オープン

ました。その後、地域住民が続々と訪
れ、落ち着いた雰囲気の店内でコー
ヒーを味わいながら談笑していました。
　営業は毎週月～木曜日の 10 時～ 14
時。土曜日は 8 時 30 分～ 11 時。問
い合わせは京丹後市シルバー人材セン
ター（☎ 65-0052）。

落ち着いた雰囲
気の店内で談
笑する地域住民
たち。店にはカ
ウンター、テー
ブル席合わせて
約20席を用意

オープンを記念し、テープカットを行う髙山
理事長（左）と中山市長

「コミュニティビジネス応援補助金」活用事業

※コミュニティビジネスとは、地域課題を市民が主体となってビジネスの手法を用い
て解決していくための事業をいいます。
　市では、市内で新たにコミュニティビジネスを興そうとする地域活動団体に対して、
立ち上げに必要な経費を補助しています。詳しくは企画政策課（☎６９－０１２０）まで。

第1弾
京丹後市シルバー人材センター運営

24

じ
め
京
都
北
部
い
わ
ば
“
海
の
京
都
”

の
地
域
こ
そ
は
、
日
本
の
中
で
も
多

分
、
一
番
「
美
し
い
四
季
」
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
言
う
の
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
た
だ

け
で
も
、
四
季
の
季
節
の
特
徴
の
う

ち
、
日
本
の
中
で
相
対
的
に
、
①
北

海
道
や
東
北
地
方
ほ
ど
冬
や
積
雪
の

厳
し
さ
、
長
さ
は
長
く
な
く
、
ま
た
、

九
州
以
南
ほ
ど
夏
の
諸
特
徴
は
強
く

な
く
、
更
に
、
太
平
洋
側
の
地
域
と

な
べ
て
比
べ
日
本
海
側
地
域
は
、
冬

の
降
雪
と
い
う
特
徴
的
輪
郭
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
、
②
北
陸
か
ら
山
陰

に
か
け
て
の
日
本
海
側
の
地
域
の
中

で
も
そ
の
地
理
的
中
心
に
位
置
し
、

概
し
て
気
温
的
に
も
北
陸
と
山
陰
の

中
間
的
な
位
置
に
あ
る
な
ど
、
日
本

の
中
で
も
四
季
の
気
候
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
て
も
よ
く
調
和
し
て
、
移
ろ
い

穏
や
か
な
気
象
的
特
徴
を
象
徴
し
て

よ
く
有
す
る
の
が
、
総
じ
て
言
っ
て
、

京
丹
後
は
じ
め
海
の
京
都
地
域
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
穏
や
か
で
多
様
な
気
象

的
特
徴
を
自
然
環
境
の
中
で
よ
く
表

現
し
て
い
る
の
が
、
京
丹
後
の
植
物

植
生
や
生
物
種
な
ど
生
態
系
の
豊
か

さ
で
す
。
市
域
に
は
約
２
７
０
種
に

の
ぼ
る
薬
草
が
野
生
し（
旧・商
工
会・

専
門
家
調
べ
）、
ま
た
、
本
市
が
属
す

る
山
陰
海
岸
・
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

特
徴
の
一
つ
が
生
態
系
の
豊
か
さ
で

あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
地
形
・
地
質

の
多
様
さ
と
と
も
に
、
時
に
天
災
も

あ
り
ま
す
が
背
景
に
あ
る
気
候
の
穏

や
か
さ
、
多
彩
さ
の
ゆ
え
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

季
節
の
移
ろ
い
を
表
す
季
節
の
暦

に
「
24
節
気
・
72
候
」
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

５
月
中
旬
は
、24
節
気
で
は
「
立
夏
」、

72
候
で
は
５
月
５
日
か
ら
は
「
蛙
始

鳴
（
か
わ
ず
は
じ
め
て
な
く
）」、
10

日
か
ら
は
「
蚯
蚓
出
（
み
み
ず
い

ず
る
）」、
15
日

か
ら
は
「
竹
笋

生
（
た
け
の
こ

し
ょ
う
ず
）」
だ

そ
う
で
す
。
お

も
し
ろ
い
で
す

ね
。
そ
う
い
え
ば
、
最
近
、
夜
に
な

る
と
辺
り
か
ら
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が

聞
こ
え
始
め
、
道
端
で
は
ミ
ミ
ズ
が

這
い
出
て
い
る
の
を
み
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
京
丹
後
は
、
こ
の

よ
う
な
季
節
の
日
々
の
移
ろ
い
か
ら

の
様
々
な
味
わ
い
を
一
番
豊
か
に
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
は
万

全
に
怠
ら
ず
、
そ
れ
が
大
前
提
で
す

が
、
春
夏
秋
冬
・
晴
雲
雨
な
ど
多
彩

な
季
節
や
気
象
の
機
微
あ
る
そ
れ
ぞ

れ
の
味
わ
い
に
心
か
ら
感
謝
を
し
て

い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

　

本
紙
５
月
号
で
、
他
人
の
よ
い
所

と
と
も
に
「
ま
ち
の
よ
い
所
に
ま
す

ま
す
気
づ
く
力
を
広
げ
よ
う
」「
そ
の

こ
と
が
、
ま
ち
の
魅
力
を
陰
に
陽
に

ま
す
ま
す
広
げ
、
強
く
し
て
い
き
ま

す
」
と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
言
い
出
し
た
立
場
か
ら
今
月
号

で
は
率
先
し
て
、“
最
近
自
分
と
し
て

新
た
に
気
づ
い

た
ま
ち
の
魅
力
”

の
一
端
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
近
は
、
温

暖
化
の
影
響
か
ら
か
天
候
も
以
前
よ

り
急
激
に
変
化
す
る
度
合
い
が
多
い

よ
う
で
春
や
秋
の
比
較
的
穏
や
か
な

気
候
が
続
く
期
間
も
比
較
的
短
く
な

っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
一
方

で
、
日
本
の
自
然
の
魅
力
の
大
き
な

一
つ
は
、
季
節
の
“
美
し
い
四
季
”

に
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
日
本
人
の
機き

微び

に
と
ん

だ
心
情
や
自
然
の
循
環
や
調
和
を
尊

び
大
切
に
す
る
慣
習
や
文
化
な
ど
が
、

世
界
に
誇
る
べ
き
魅
力
と
し
て
豊
か

に
育
ま
れ
て
き
た
基
礎
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
は
、
京
丹
後
は

「
日
本
一
美
し
い
四
季
」
の

     

豊
か
さ
に
包
ま
れ
た
ま
ち
・
京
丹
後



■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　ぽかぽかの春の陽気を感じること
なく夏がやって来そうな今日この
頃。田んぼでは田植えも終わり、夜
になるとあちこちから「ワイワイガ
ヤガヤ」と合唱が聞こえてくるよう
になりました。田舎には欠かせない
声ですね。
　でも「ワイワイガヤガヤ」は田舎
だけでなく、町の中心からも聞こえ
ていますよ。京丹後市シルバー人材
センターが京丹後市のコミュニティ
ビジネス応援補助制度※を活用し
てオープンした軽食喫茶、その名も
「和

わ

い輪
わ

いがや我
が

家
や

」。5月 10 日は
開店セレモニーも行われ、髙山充男
理事長から「これからのシルバーは
攻めの気持ちで地域の活性化を図っ
ていく。全国で一番優れたセンター
に！！」との意気込みが ･･･。
　触発されたのか、セレモニー終了

後はさっそく女性会員の皆さんが
明るいオレンジのエプロンを身に付
け、お・も・て・な・し。「素人な
のよ～」と言いつつも、瞳の奥に
は「主婦のプロ」としてキラッ☆と
光るものが見えました。手際の良さ
と経営のやりくりは超一流です！ま
た、女性の感性を生かした手づくり
感満載の雰囲気はお店というより我
が家という感じ。一方、男性会員の
皆さんは相談役としてお店づくりの
アドバイスもされるそうです。
　今後、お客様との交流はもちろん、
6町の会員の方同志の交流の場にも

なるここはまさに「和い輪いがや我
家」ですね。皆さんもぜひ、この和
やかな輪に入ってみませんか？場
所は丹海バス峰山停留所すぐです。
200円バスでお越しください！
　人生を一巡した 60歳以上の方が
初心にか

●

え
●

る
●

とともに、経験・知識
を生かし地域のためにと流してい
る汗は、まるで銀のしずくのよう
･･･。「和い輪いがや我家」は、そん
なシルバーさんの輝きを知

●

る
●

場
●

とな
りそうですね（＾＾）

※ 20㌻下段に関連記事

たんご 遊優宮川優の 見聞録

銀のしずくは地域のため

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

６月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 7/1 2 3 4 5

　固有の動植物が多く生息する「生物
種の宝庫」ガラパゴス。1978 年に世
界自然遺産第 1 号として登録されて以
降、人口は急激に増加し、自然環境が
破壊されていきました。そんなガラパゴ
スの現実を、まっすぐに伝えています。

“人間が壊した自然は、人間が元にもど
さなければならない―。”

　今
こ

年
と し

は、ムーミンの作
さ く

者
し ゃ

トーベ・
ヤンソン生

せ い

誕
た ん

100 年
ね ん

の年
と し

。彼
か の

女
じ ょ

が暮
く

らした北
ほ く

欧
お う

・フィンランドの厳
き び

しく豊
ゆ た

かな自
し

然
ぜ ん

がこのファンタジーに映し
出されています。ムーミンをはじめ、
ミイやスナフキンなど個

こ

性
せ い

にあふれ
たムーミン谷

だ に

の仲
な か

間
ま

たちに会
あ

いに行
い

きませんか。

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　

峰
山
図
書
館
、
あ
み
の

図
書
館
で
４
月
26
日
、
27

日
の
両
日
、「
子
ど
も
読

書
の
日
※
」
を
記
念
し
て
、

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
（
写
真
㊤
＝
峰
山
図

書
館
）
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

で
お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

6/22㊐

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

前売券
発売中

主催 / 京丹後市・（公財）京都府丹後文化事業団

中 島 啓 江
　語り部コンサート
 14：00（13：30 開場）

《全席指定》

「子ども読書の日」を記念して
　　　　　　　おはなし会を開催

　

そ
の
後
、
工
作
や
折
り

紙
も
行
い
、
折
っ
た
金
魚

で
釣
り
遊
び
を
行
う
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
㊦

＝
あ
み
の
図
書
館
）。

※
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

読
書
活
動
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、「
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
４
月
23

日
が
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こんな本がよく読まれました！

◆小説

　『海賊と呼ばれた男（上・下）』 
　　　　　　　　　／ 百田 尚樹

　『夢幻花』 ／ 東野 圭吾

◆児童書

　『かいけつゾロリシリーズ』 
　　　　　　　　　／ 原 ゆたか

　『からすのおかしやさん』
　　　　　　　　 ／ かこ さとし

◆小説以外

　『ノスタルジア』
　　　　　／ 萩原 さおり（ｺﾐｯｸｽ）

　　　※京丹後市内のあるお宅をモデルとし
　　　　て描いた場面があります。

　『聞く力』 ／ 阿川 佐和子（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ術）

ジャンル別の上位を紹介（平成 25 年度）

京都府丹後文化会館友の会　会員募集
■入会金無料　■年会費：1,000 円（税込）
■会員期間：毎年４月１日～翌年３月 31日
《申込方法》入会申込書（会館にあります）に必要事項を記入の
　上、最寄りの郵便局から会費を振り込むか、直接ホール事務局
　に会費を添えて申し込んでください。

★会員特典
１．自主公演チケットの先行予約　2. 自主
公演チケットの割引販売　３．公演情報の
ご案内をお届けします（不定期）　4. お電
話での予約受付

市職員人事異動

異動 
弥栄病院看護部

八野裕美子看護師
小石原千佳子看護師

［5月1日付］※カッコ内は前所属

（弥栄病院訪問看護ステーション）

お詫びと訂正
　５月号 29㌻の山陰海岸ジオ
パーク写真コンクールの記事
で、琴引浜鳴き砂文化館の入館
料が大人2

●

00円とあるのは3
●

00
円の誤りでした。また、最終㌻
の人口・世帯数の欄で、総人口
58,882

●

人、男 28,344
●

人とあ
るのは、総人口 5

　 　 　 　 ●

8,881人、男
2
　 　 　 　 ●

8,343人の誤りでした。

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…前売り 3,000 円　友の会 2,700 円（前売のみ）

　	高校生以下…1,500 円　※当日各 500 円高

■ムーミン童話全集 トーベ・ヤンソン／作・絵
下村 隆一／訳

講談社

■ガラパゴスがこわれる 藤原 幸一／写真・文
ポプラ社
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　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
６月 13 日（金）当日消印有効。当選者の発表は７月
号のこのコーナーで。

◆５月号の答え
問１…11　問２…大相撲　問３…赤米

◆５月号当選者
佐藤幸音さん（峰山町）、加藤康代さん（峰山町）、大
谷一三さん（久美浜町）、村上美保さん（弥栄町）、岸
田朋子さん（網野町）
応募総数 31人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ ＫＴＲの観光列車「丹後○○○○号」が完成
問２ 溝谷保育所の園児がこいのぼり「○○匹」を作成
問３ 軽食喫茶店「和い輪い○○○○」オープン

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

南
ア
フ
リ
カ
の
文
化
や
歴
史
に

つ
い
て
紹
介
す
る
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
さ
ん

nav i nav inav inav inav i nav inav i

南アフリカ出身の
　アレクサンダーさんが記念講演

　
市
国
際
交
流
協
会
の
平
成
26
年
度
総
会
を
４
月

22
日
、
京
丹
後
市
役
所
（
峰
山
町
）
で
開
催
し
、

南
ア
フ
リ
カ
出
身
の
外
国
語
指
導
助
手
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
さ
ん
は
、「
南
ア
フ
リ
カ
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
多
様
な
人
種

の
人
々
が
住
ん
で
い
る
こ
と
や
公
用
語
が
11
言
語

あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。「
21
年
前
に
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
政
策
が
終
わ
り
、
現
在
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
種
や
文
化
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
総
会
で
は
、
新
し
い
理
事
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
出
身
の
徳
田
リ
サ
さ
ん
を
選
出
。
徳
田
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
い
」と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
総
会
を
開
催

222014.06
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男　	28,299人	（－44）
女　	30,494人	（－44）
計	　58,793人	（－88）
世帯数	 22,639世帯	（＋21）
5月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
昨
年
の
12
月
号
か
ら
始
ま
っ

た
「
文
化
de
丹
後
」
で
は
、
文
化

的
な
趣
味
に
熱
中
す
る
皆
さ
ん

に
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
▼
小
学
生
の

頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん

で
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
の
取
材
は
未
知
の
領
域
。
絵

画
キ
ル
ト
に
華
道
、
貝
殻
ア
ー

ト
な
ど
、
毎
回
新
た
な
世
界
の

一
端
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
▼
今
回
は
「
押
し
花
ア
ー

ト
」
に
打
ち
込
む
笠
次
さ
ん
を
取

材
し
ま
し
た
。
自
分
で
育
て
た
花

を
摘
み
、
押
し
花
に
す
る
と
い
う

時
間
と
手
間
の
掛
か
る
作
業
も
、

笠
次
さ
ん
に
と
っ
て
は
至
福
の

時
間
。
忙
し
い
日
々
の
中
で
も
、

楽
し
め
る
時
間
を
つ
く
り
、
人
生

を″
謳お

う

花か

”
し
て
い
る
様
子
が
印

象
的
で
し
た
▼
こ
の
コ
ー
ナ
ー

が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
た
な

趣
味
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
／
光

　
こ
の
春
、
京
都
府
と
京
丹
後
市
共
同
で
開
設
し

た
丹
後
農
業
実
践
型
学
舎
に
は
、
第
２
期
生
９
人

が
入
舎
し
た
。
そ
の
一
人
、
寺
澤
さ
ん
は
元
介
護

士
だ
。
農
家
へ
の
転
身
を
決
意
し
、
京
都
市
山
科

区
か
ら
研
修
生
滞
在
施
設
（
弥
栄
町
和
田
野
）
へ

移
り
住
ん
で
１
カ
月
が
経
っ
た
。
京
丹
後
の
大
自

然
を
相
手
に
日
々
勉
強
し
な
が
ら
も
、
豊
か
な
自

然
を
満
喫
し
て
い
る
。
そ
ん
な
寺
澤
さ
ん
に
、
京

丹
後
で
就
農
す
る
こ
と
へ
の
想
い
を
聞
い
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
「
も
と
も
と
、
農
業
に
大
き
な
希
望
を
抱
い
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
寺
澤
さ
ん
。
母
の

家
庭
菜
園
や
、
祖
父
母
の
農
業
を
手
伝
っ
て
は
い

た
が
、
職
業
に
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
土
に
触
れ
て
い
た
感
覚
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
プ
ラ
ン
タ
ー
で
プ
チ
ト
マ

ト
や
ナ
ス
な
ど
を
栽
培
。「
少
し
は
土
を
触
っ
て

い
な
い
と
、
な
ん
だ
か
落
ち
着
か
な
い
気
が
し
て

…
」。
介
護
施
設
の
高
齢
者
か
ら
栽
培
の
ポ
イ
ン

ト
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
、
育
て
る
喜
び
や
収
穫
の

喜
び
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
京
丹
後
市
と
の
出
会
い
は
、丹
後
の「
海
」。サ
ー

フ
ィ
ン
が
趣
味
で
、
週
末
に
な
る
と
波
乗
り
に
訪

れ
て
い
た
。「
海
も
山
も
き
れ
い
。
自
然
豊
か
で

居
心
地
が
い
い
場
所
だ
な
と
思
っ
て
い
た
」。

　
そ
ん
な
中
、農
業
実
践
学
舎
の
募
集
を
知
っ
た
。

「
や
る
な
ら
早
い
方
が
い
い
。
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て

く
る
農
業
へ
の
想
い
に
正
直
に
な
ろ
う
」
と
13
年

間
務
め
た
介
護
士
を
辞
め
、京
丹
後
市
に
入
っ
た
。 　

学
舎
で
は
、
１
年
目
は
座
学
や
現
場
で
の
研
修

が
メ
ー
ン
。
２
年
目
は
、
自
身
が
受
け
持
つ
圃ほ

場

で
作
物
を
手
掛
け
る
実
践
型
の
研
修
と
な
る
。

　
１
カ
月
が
過
ぎ
、
寺
澤
さ
ん
は
「
よ
う
や
く
専

門
用
語
が
分
か
っ
て
き
て
、
話
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
レ
ベ
ル
。
こ
れ
か
ら
で
す
」
と
話
す
。

「
農
業
は
、
ど・

素
人
の
私
が
独
学
で
勉
強
し
て
も

絶
対
に
で
き
な
い
。
学
舎
で
は
、
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ
た
り
、

相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
本
当
に
あ
り

が
た
い
」
と
い
う
。

　

研
修
生
滞
在
施
設
に
は
、
２
期
生
８
人
が
同

居
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
２
期
生
は
み
ん
な
家

族
の
よ
う
に
仲
良
し
。「
研
修
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
で
深
夜
ま
で
話
が
弾
む
こ
と

も
。
み
ん
な
全
く
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
内
容
も
濃
い
で
す
」
と
笑
う
。

　
休
日
は
、
海
に
行
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
を

し
た
り
、
山
に
行
っ
て
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

汗
を
流
し
た
り
す
る
。「
京
丹
後
市
の
良
さ
は
数

え
き
れ
な
い
。
海
山
川
が
あ
っ
て
食
べ
物
は
絶
品
。

人
は
親
切
で
温
か
い
。
子
ど
も
た
ち
も
元
気
で
礼

儀
正
し
い
。
住
ん
で
み
る
と
、
自
然
と
人
々
の
素

晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
、
今
ま
で
以
上
に
好
き

に
な
っ
た
」
と
絶
賛
。「
あ
と
は
、
私
に
伴
侶
が

で
き
れ
ば
最
高
な
の
で
す
が
…
」と
苦
笑
い
す
る
。

　
将
来
は
、
京
丹
後
で
就
農
し
、
永
住
す
る
と
決

め
て
い
る
。「
信
頼
さ
れ
る
農
家
に
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
。
さ
ら
に
は
、
世
界
中
に
京
野
菜
を
広
め
ら

れ
れ
ば
」
と
夢
は
膨
ら
む
。

　
人
生
を
か
け
た
農
業
転
身
。
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
寺
澤
さ
ん
の
奮
闘
は
、こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。

50
▲自分たちで植えたサツマイモ苗の様子をみる寺澤さん   

京
丹
後
に
住
み

大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
　

丹後農業実践型学舎２期生

寺
て ら

澤
さ わ

 徹
とおる

 さん（38）　　　　　　　　
弥栄町和田野

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

振り込め詐欺にだまされないで!!
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